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 『あなたはどちらですか？』 

 

(＾＾)b  SwitchON!! 

とうとう今月からオリンピックですね！コロナで 1 年伸びましたが、主役は選手であり是非ともテレビでたくさんの声援と応援、

そして新記録が生まれるのを頼みにしていきます！大人が情熱の汗をかき目標に向かう姿は美しい！！ 

 

さて、最近思い当たるな〜と思った記事があり、心に響きましたので、ぜひ共有しますね。 

人間は面白いもので「頭が悪い」と言われる事を極端に嫌います。しかし、実際には、どの様な人が頭が悪く、どの様な人

が知的なのでしょうか？この「どの様な人が知的なのか？」 ということについては多くの人々の判断が分かれるところでは

ないでしょうか？ 

世の中を見渡すと、あらゆる属性、例えば、学歴、職業、資格、言動、経済的状況などが「知的であるかどうか？」のモノ

サシとして使われており、根拠があるもの、ないもの含め、混沌としているものです。ここに、ある大学の先生が分析した知

的に対する「５つの分析」があります。その５つをまとめると、下記の様なものになっています。 

 

 一つ目は、 「異なる意見に対する態度」 

知的な人は異なる意見を尊重するが、そうでない人は、異なる意見を「自分への攻撃」とみなす。 

 

 二つ目は、 「自分の知らない事に対する態度」 

知的な人は、わからない事がある事を喜び、怖れない。また、それについて学ぼうとする。 

そうでない人は、わからない事がある事を恥だと思う。その結果、それを隠し学ばない。 

 

 三つ目は、 「人にものを教える時の態度」 

知的な人は、教える為には自分に「教える力」がなくてはいけない、と思っている。 

そうでない人は、教える為には相手に「理解する力」がなくてはいけない、と思っている。 

 

四つ目は、 「知識に関する態度」 

知的な人は、損得抜きに知識を尊重する。 

そうでない人は、「何の為に知識を得るのか」がはっきりしなければ知識を得ようとしない上、役に立たない知識を蔑視する。 

 

 五つ目は、 

「人を批判する時の態度」 

知的な人は、「相手の持っている知恵を高める為の批判」をする。 

そうでない人は、「相手の持っている知恵を貶める為の批判」をする。 

 

知的である、というのは、『頭脳が明晰であるかどうか』という話ではなく、『自分自身の弱さとどれだけ向き合えるか』 

という話であり、大変な忍耐と冷静さを必要とするものだと思います。 

「知的」に対しての分析、なかなか、面白いですね！ 

 

ところで、あなたは知的な人でしょうか？ 

 

それとも…？（笑） 
社会福祉法人 千歳会 

理事長 左 敬真 
 


